
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 

Ｎｏ.1７（1１月）  

学校教育目標「笑顔とありがとうのあふれる五城の子ども」 

数年間，いろいろながまんをしてきた表現活動。お待たせしました。今年

の音楽発表会は「力いっぱい音楽を楽しもう！」を合い言葉に，練習に励み
ました。そして本番。力いっぱい全身で音楽の楽しさを表現しました。 

ママとパパといもうとがみにきて
くれました。たくさんはくしゅをし

てくれました。      １年生 

 おかあさんやちいきの人にみられて，ち
ょっとはずかしかったけど，でもじょうず

にできてうれしかったよ。    １年生 

 

ミッキーマウスマーチで ぜんぶまちがえず

にできてうれしかったです。スマイルをおど
るのが楽しかったです。ドレミのうたで大き
い声でうたえてよかったです。音楽はっぴょ

う会のぜんぶ楽しかったです。   ２年生 

てっきんを強くたたきました。リズムうちもで

きました。山のポルカのけんばんは とまらずに
できました。ミッキーマウスマーチはまちがえま
した。ぼくがねているえんぎで みんながわらっ

てくれて うれしかったです。     ２年生 

さいしょの「こんにちは～」などのところをわらってくれた

ので うれしかったです。めあての「もっとレベルを上げよう」
をできたのでよかったです。歌はソフトクリームのようになめ
らかに歌うことができて，自分の歌声がきれいにかんじまし

た。ダンスはとなりの人よりも大きな声で歌いながらできまし
た。                       ３年生 

あっというまにおわったから，よくわからなかったけど，と

にかく楽しかったです。とくに，ようかい体そうのピーマンの
ところが楽しかったです。わたしはピーマンが大すきなので，
おどりながら，なんでだろう？とおもっていました。エーデル

ワイスの鉄きんは練習が大へんだったけど，うまくできてうれ
しかったです。                  ３年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うたうときに口が少ししかうごいていなかったの
で，口を大きくあければよかった。せりふを言うとき
は少しきんちょうしたけど，勇気を出して口を大きく

あけて言うと，かんたんだった。みんな笑顔で楽しく
明るい音楽発表会にできてよかったと思った。４年生 

ようかいたいそうのおどりで こしをおとすところを
しっかりとおとせてよかったです。歌を歌うときはす
こしきんちょうして声が小さくなったけど，大きく声

を出そうとがんばりました。来年になったら，もっと
はく力のあるえんそうをしたいです。    ４年生 

音楽発表会が始まるとき，あまりきんちょうしませんでした。
たぶん，前の日に休んでいた友だちが来て，全員そろったからだ
と思います。演奏が練習よりうまくできたと思いました。きんち

ょうがほぐれたから上手にできたのだろうと思いました。笑顔に
なることを忘れずに小学校最後の音楽発表会を精いっぱいやって
いい思い出をつくれました。             ６年生 

練習を始めた時はピアノや木琴

をちゃんとできるだろうか，と不
安でした。だけど練習よりも本番
のほうがきんちょうせずに，ミス

なくできたと思います。６年生最
後の音楽発表会は思い出に残る，
楽しくて盛り上がった音楽発表会

にできたと思いました。この経験
をこれからの中学や高校で生かし
ていきたいと思いました。 

６年生 

「夢の世界を」のピアノばんそうの練習を特にがんばり
ました。毎日１時間以上，練習しました。前の日は３時間

練習して，当日も１時間練習しました。本番で最後の音を
ひいた時，とても気持ちよかったです。努力の成果が実っ
たので，とてもうれしかったです。 

来年の音楽発表会も，今年いっしょにした６年生のよう
にがんばり，今年と同じように楽しめるようにしたいで
す。これからも音楽を楽しみたいです。     ５年生 

始まりの「せーの」というかけ声で音楽が流れるはずだったけ

ど，流れませんでした。「なんで？」と思いました。周りで「声
が小さいんじゃない。」「もっと大きい声でもう一回言ってみた
ら。」と言う人もいました。先生が「機械の問題です。」と言った

ので安心してきんちょうもほぐれました。 
練習の間，「全力で取り組むこと」と「努力すること」を心が
けました。最後まであきらめずに力を出し切る，本番に向けて自

主練習を続けることです。初めて練習したときは他の人に合わせ
ることが難しくて，テンポも速くてついていけませんでした。本
番でまちがえずに演奏や合唱できるか不安でしたが，まちがえず

にできてよかったです。               ５年生 


